
病棟： 様

主治医：       担当看護師： ご家族様サイン欄：

月日 　　　月　　　日　　　 　　　月　　　日　　　 　　　月　　　日　　　 　　　月　　　日　　　 　　　月　　　日　　　

入院日 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

達成目標
・胸水、胸腔ドレーンについて

理解できる

安静度
リハビリ

退院

注射

薬剤

 治療に必要な検査を適宜行います。
・レントゲン（必要に応じて入院中に何回も行います）
・CT
・心電図、採血　など

処置 ・必要に応じ酸素を投与します

・必要に応じ、追加の治療法（癒着療法など）も検討致します
・マニキュアを落としてください ・ドレーン（管）が入っていても、洗面台で洗髪は可能です（スタッフに相談してください）

清潔 ・ひげ剃りを持参して   

　ください（電動）

・タオルで体を拭けます
排泄 ・可能ならトイレを使用してください

　

　・入院の申し込みをしていただき
　　ます。（外来受診時）

退院後使用される痛み
止め・その他薬剤につい
て薬剤師より説明があり
ます。

患者さま
および

ご家族への
説明

・入院治療計画について説明があります。
・処置などについて医師より説明を受けた後、同意書を提出して下さい。
・入院中は、自分の体調を管理していただく為に、
　　私の体調記録を自由に記入してください

注１） 病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わることがあります。

注２） 入院期間、表記の日時については入院時での予定です。

特別な栄養管理の必要性： 有 ： 無 

退院について説明があります。
入院証明書や診断書が必要な
方は、入院中は病棟クラークに、
退院後は外来クラークに提出し
てください。
次回受診日は、別紙を参照して
ください。
外来受付時間：
８時００分～１１時３０分

 
 
 
 
  

６日目以降

　　　月　　　日　　　　　～　　　

基本的に院内自由ですが、病状に応じ活動を制限することもあります。
リハビリを継続し、退院後の生活に備えます(リハビリ部門介入を希望されない場合は、お申し出ください)。

・病状に応じて、モニターをつけて経過観察を行うことがあります
・病状に応じて、抗菌剤を点滴・内服する場合があります

  

板橋中央総合病院

検査

治療方針：胸水精査治療パス Ver.1

入院診療計画書

食事 食事制限はありません。（高血圧・糖尿病・腎不全などの方は、治療食をお出しすることがあります．）

・必要に応じ、胸腔ドレーン（管）を挿入する処置を行います。

・いつも飲んでいる薬は通常通り内服してください（中止するように指示された薬は飲まないでください）

・痛み止めを内服いたします。（痛みが強い場合は、スタッフに相談してください。鎮痛剤追加などで対応いたします。）

・病状が改善次第ドレーン（管）を抜去します

推定される入院期間：約5～14日間

・早期に異常を訴えることができる
・痛みのコントロールが出来る

・退院に向けて、心身を整えることができる

　　　　　　　　　　　　　患者様サイン欄：

退院に向けて、自宅での生活
に近づけるよう努めましょう。
できるだけベッドから離れて、
手術前の生活に近づけましょ
う。

年　　　　月　　　　日

【胸水貯留の患者さまへ】

・胸水とは、胸腔に貯留した液体のことです。肺の外側に溜まっています。

・胸水は、通常でも１日数リットル出ていると言われています。そのほとんどが

体内に吸収されるため通常は、貯留しません。

・胸水貯留は、以下の場合に貯留します。

１）通常よりも多く胸水が作られる場合

２）通常よりも吸収が少ない場合
【今回の治療目標】 ※担当医師からの説明があります

・胸水を採取し、検査を行い原因を調べます。

・胸水を排出し、肺への圧迫を解除します。

・病状に合わせて、癒着療法などを行い、胸水貯留再発を

防止します。


